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〔教室紹介〕 産科婦人科学教室
明治21年第一高等中学校医学部の発足と民持丸その
臨床の場であった県立千葉病院に婦嬰科が新設され，こ
こに当教室が誕生した。婦嬰科初代室長に長尾錆ーが就
任して以来，今諦垣寿・後藤自助・後藤直・杉山文祐
・岩津俊衝が}I買次教室を主宰し，それぞれ一時期を画し
たが，第二次世界大戦終結亘訴の謹乱期には教室員が岩
津教授を除いて僅か 1名の時もあった。
岩津教授はドイツで開発されたコルポスコーフ。をいち
早く我が国に紹介し， コノレポ診の子宮頚癌早期診断法と
しての今日の地位を築いた。また当詩の，ラットのパラ
ピオーぜを志用した生殖内分泌学的研究や絶状奇胎・誠
毛癌の病理学的研究は発展的に継承され，現在も教室の
メインテーマとなっている。
岩葬教授停年退官後，御園生雄三助教授が教授に昇任
したが，教室にとって千葉大学陣学以来最も波乱に富ん
だ持代であった。犠l匿生教授は子宮頚癌の組織化学的研
究をライフワークに選び，廷とんど教室の総力を挙げて
このテーマと取型経んだ。その成果辻集大成され昭和39
年の自本産購入科学会総会の宿題報告として発表され
た。しかし，御園生教授辻学会でますます重きをなそう
とする昭和42年頃より病臥する日が多く，昭和48年遂に
鬼籍記入った。時あたかも大学続争の患が吹き荒れ教室
は二重の難局に直面した。
昭和49年高見善裕吉講師が教授に昇任し，ここに長期
にわたる教授不在の時代は経った。高見津教授誌就任早
々，果下の誠毛性腫蕩登録制を実描し，続いて卵巣癌登
録制，子宮内摸癌研究会を組織し，これらの予後改善に
著効を殺めた。また，教室は昭和43年より県内子宮癌検
診に参加し， 招和56年末までに実に 68万人の検診を行
い，その陪 1，400名の子宮癌患者を発見した。さらに，
昭和53年より外来部門に遺伝相談室を廃設し，以来今日
まで異常児出生の危慎に摘む婦人にとって大きな福音と
なっている。
このように教室は地域塁療に積糧的に貢献すると同時
にこれら豊富な臨床例を痩って鋭意研究を行ってい
る。現在，教室が取り組んでいる臨床研究テーマは多彩
で，場人科関諒では婦人科領域悪性麗蕩の化学療法・子
宮頚癌の早期診箭，とりわけ締胞診による進行震判定・
高プロラクチン血症の生殖内分泌に及ぼす影響，産科関
高見j軍裕吉，小堀恒雄
保ではハイリスク妊娠の ultrasonographyおよび cardi-
otocography を毘いた胎克所見とその分娩予後との関
保.HBヴィールスの母児童直感染に対する 7ーグロプ
リンおよびワクチンによる予i誌等である。基礎的研究と
しては線毛癌の紐控生物学的特性・腫蕩マーカーとして
の妊娠・胎盤蛋白 (SPs.PPs)・不妊ラットモデルを用
いた内分諾、環境と発癌の関係・分化関連結鎖による経多国
賠注腫療の診断等に関する研究が夜晩くまで続けられて
いる。
これらの成果の一部は国際学会で発表され，匿の内外
で静光をあびており，その中，卵巣匪紐胞性彊蕩の特性
に関する研究(高見葎裕吉・関谷宗英〉・難治性絃毛癌の
治壌に関する基礎的研究〈高見津裕吉)および子宮体癌
のハイリスク因子に関する研究(内藤正文)は昭和58年
夏文部省科学研究に採用されている。
海外との交流麗では，昭和54年世界産婦人科学会が東
京で開催された告に学会行事の一環として参加外国人
を対象に高晃津教授執万による子宮頚癌根治手術のデモ
ンストレーションが当教室で行われた。{再々この中にゲ
ッチングン大学のクーン教授がおられ，高見沢教授の手
街手技に感銘を受けて，頚癌手箭の研修のため教室員を
是非派遣したいとの意向が当教室記寄せられ，昭和57年
に註グッチングン大学から 3ヶ月間当教室へ教官の交換
習学があり，本年はこちらから 1名が西ドイツへ出向す
ることになっている。
昭和58年 4月現在の教室員構成は教授以下，助教授 1
・講師2・勃手7・医員11・萌諺医 5で島り，中 2名が
米国スタンフォード大学とエール大学に， 1名が西ドイ
ツ・ベーリング研究所へ留学している。
この他，訪衛大学には小林充尚教授以下，助教授 1・
講師 3・塁員 1を送予出している。これら公的関連病読
の医長15名に院外講師を委嘱して学生の臨朱実習指導を
強化すると共に，教室と関連病院および開業医との簡に
毎月第 37k濯自の午後，三水会なる合同臨床研究会が持
たれ，卒後教育・生護教育の場として活発な討議が行わ
れている。 (昭和58年・ 7月15日受付)
